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電子商取引（ＥＣ）と宅配物流の協調的発展の推

進に関する意見 
 

【要点】 

○ 中国国務院弁公庁は、2018年1月23日に「電子商取引（ＥＣ）と宅配物流の協調的発展の推進に

関する意見」（中国語名「关于推进电子商务与快递物流协同发展的意见」、以下「意見」）を発

表した。 

○ 中国のオンライン小売売上高は、2017年に前年比32％増の7.2兆元となり、それを背景に宅配便

取扱量も前年比28％増の401億件になることが予想される。もっとも、「法制度の未整備」、「地

域間発展のアンバランス」、「ＥＣと宅配物流業の情報共有の難しさ」、「過剰包装」等、オン

ライン小売の更なる拡大を妨げる要因がある。「インターネット＋流通」行動計画の着実な実施、

ＥＣと宅配物流の協調的発展を推進するために発表されたのが、この「意見」である。 

○ 「意見」では、6大分野における18の具体策が示された。具体的には、(1)制度革新の強化と協調

的な発展を促す政策・法的環境の整備（①「放管服」改革（行政簡素化と権限委譲・監督管理の

強化・行政サービスの最適化）の深化、②支援策の革新〔宅配ボックスの「公共属性」の付与等〕、

③企業間データ共有制度の整備、④協調・共同管理方式の導入）、(2)計画のけん引力強化とＥ

Ｃ・宅配物流関連インフラの整備（⑤計画の協調性向上、⑥インフラ建設用地の確保、⑦インフ

ラ関連ネットワークの構築、⑧各種産業パークの建設・高度化の推進）、(3)運営の規範化とＥ

Ｃ関連の配達・通行に対する管理の最適化（⑨配達車両の規範的運営の推進〔配達車両の番号・

標識の統一と規範的監督管理の推進等〕、⑩配達車両の通行の便利化）、(4)サービスの革新強

化と末端宅配能力の向上（⑪スマート宅配施設の普及推進、⑫末端配達サービスの集約化奨励）、

(5)標準化・スマート化の強化と協調的運行の効率性向上（⑬科学技術の応用水準の向上、⑭情

報共有の奨励、⑮サプライチェーンの協調促進）、(6)グリーン理念の強化とグリーンエコチェ

ーンの構築（⑯資源集約性の向上〔グリーンサプライチェーン構築の奨励等〕、⑰グリーン包装

の普及促進〔ＥＣ関連包装のグリーン化・減量化推進と包装基準の制定等〕、⑱グリーン輸送・

配達の推進〔配達車両のエコカーへの切り替え促進等〕）、が挙げられる。 
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【構成(概要)】 

「電子商取引（ＥＣ）と宅配物流の協調的発展の推進に関する意見」 

（国弁発[2018]1号） 

成立日：2018年1月2日、発表日：2018年1月23日 

1.制度革新の強化と協調的な発展を促す政策・法的環境の整備：①「放管服」改革（行政簡素化と

権限委譲・監督管理の強化・行政サービスの最適化）の深化（宅配企業の年度報告制度の改革等）、

②支援策の革新（宅配ボックスの「公共属性」の付与等）、③企業間データ共有制度の整備（デ

ータの保護・開放共有規則の制定等）、④協調・共同管理方式の導入（業界団体の自律性向上等）。 

2.計画のけん引力強化とＥＣ・宅配物流関連インフラの整備：⑤計画の協調性向上（地域特徴を総

合的に考慮した上でのＥＣ・宅配物流業の発展計画の制定等）、⑥インフラ建設用地の確保（土

地利用属性を「5年据え置き」にすることによるＥＣ・宅配物流関連インフラ建設用地の確保等）、

⑦インフラ関連ネットワークの構築（県〔物流・配送センター〕・郷鎮〔配送拠点〕・村〔公共

配送施設〕を中心とした農村宅配ネットワークの構築等）、⑧各種産業パークの建設・高度化の

推進（ＥＣ・宅配物流パークの発展推進による産業集積の促進と地域波及効果の強化等）。 

3.運営の規範化とＥＣ関連の配達・通行に対する管理の最適化：⑨配達車両の規範的運営の推進（配

達車両の番号・標識の統一と規範的監督管理の推進等）、⑩配達車両の通行の便利化（ビジネス

街・住宅街・大学所在地域等での停車・荷役・充電等に関連する施設の整備推進等）。 

4.サービスの革新強化と末端宅配能力の向上：⑪スマート宅配施設の普及推進（郵政事業者提供の

ユニバーサルサービスと宅配企業提供の宅配サービスの一体化・スマート化推進等）、⑫末端配

達サービスの集約化奨励（宅配企業間の連携、宅配・ＥＣ企業とチェーン店・コンビニエンスス

トア・不動産管理会社・大学等との連携によるサービスの集約化・多様化・個性化の推進等）。 

5.標準化・スマート化の強化と協調的運行の効率性向上：⑬科学技術の応用水準の向上（先進的か

つ適切な技術・設備の利用による宅配物流企業の自動化・専業化水準の向上等）、⑭情報共有の

奨励（ＥＣ・宅配物流関連データを共有する基準の構築等）、⑮サプライチェーンの協調促進（Ｅ

Ｃ企業と宅配物流企業のサプライチェーン協調の効率性向上等）。 

6.グリーン理念の強化とグリーンエコチェーンの構築：⑯資源集約性の向上（グリーンサプライチ

ェーン構築の奨励等）、⑰グリーン包装の普及促進（ＥＣ関連包装のグリーン化・減量化推進と

包装基準の制定等）、⑱グリーン輸送・配達の推進（配達車両のエコカーへの切り替え促進等）。 

 

＊中国語全文は、http://www.gov.cn/zhengce/content/2018-01/23/content_5259695.htm 

から入手可能（2018年2月20日アクセス） 

以 上 
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